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2Mp-9　　着装によって生起する快活さ意識と服装行動との関連性

　　　　　　　○大林冷子　土井千鶴子‘中川早苗¨

　　　　　　　（芦屋女子短大　’姫路工大　‥奈良女大）

　目的　着装によって生起する快活さ意識の構造を明らかにし、快活さ意識尺度を作成す
るとともに、前報の恥ずかしさ意識の場合と比較検討する。同時にこれらの意識と服装行
動との関連についても検討する。

　方法　まず自由記述法により、女子学生を対象に「快活さを生起する服装」について意
見の収集を行い、整理・分類して40種の服装を選定した。この40種の服装についての質

問項目をもとに予備調査を行い、因子分析によって快活さ意識測定尺度を作成した。次に

419名の女子学生を対象に、今回作成した快活さ意識尺度20項目、およびこれと合わせて

恥ずかしさ意識尺度20項目、おしゃれ志向尺度15項目、感性尺度20 項目、好みの服装16
項目を質問項目として本調査を行い、５段階で評定を求めた。調査時期は1999年12月で

ある。分析には相関分析の方法を用いた。同時に調査対象者の快活さ意識項目の合計得点
を求め、得点数の高・低グループ間で服装行動に違いがあるかをみるためｔ検定を行った。

　結果　予備調査の結果を因子分析し、４項目ずつ５因子（合計20項目）の快活さ意識

測定尺度を作成した。本調査の相関分析結果では、着装によって生起する快活さ意識は恥
ずかしさ意識と正の相関が認められ、快活さ意識項目の合計得点が高いほど恥ずかしさ意

識が高くなる傾向が認められた。なお、おしやれ志向尺度と感性尺度との間には特に高い
正の相関が認められた。また、快活さ意識項目の合計得点が高いグループは低いグループ

に比べ、暖色系の、個性的な、フアツショナプルな、ブランドの、明るい色の、大胆な、

派手な、女性的な、大人っぽい服装を好む傾向が認められた。

2 Mp-10 ブラウスのデザインイメージとその素材の力学的性質との関連

○孫　珠煕t中川早苗’・

　(*奈良女大・院，゛’奈良女大)

【目的】前報ではブラウス素材の力学的性質とその視覚効果について、白色36種の試料を用いて測

定し分析を行った結果、素材の力学的性質と視覚効果の多くの項目間に関連が見られた。また、ブラウ

スの素材イメージとデザインイメージとの関連性について検討した結果、デザインがシンプルな場合、

素材イメージとデザインイメージにはほとんど差異が見られなかった。本研究では、ブラウスのデザイ

ンイメージとその素材の力学的性質との関連について検討を試みた。

　【方法】試料に用いたブラウスは前報の素材を用いて製作されたブラウス17着である。デザインイ

メージの測定には前回素材イメージの測定に用いた12対の形容語を用い７段階で評定を求めた。被験

者は女子学生59名である。素材の力学的性質についてはKESシステムを用いて16項目の力学量を算

出した。分析には相関分析、因子分析、クラスタ分析の手法を用いた。

　【結果】　1.ブラウスのデザインイメージの評定平均値と素材の力学量をもとに相関分析を行った結

果、「高級な」、「エレガントな」、「アダルトな」等の形容語とLT,B,2HB,G,LC,MIU等の力学的性質の

間に0.5以上の関連がみられたが、「目新しい」、「都会的な」等の形容語との間には関連がみられなか

った。2.ブラウスのデザインイメージについて因子分析を行った結果、「エレガント性」、「洗練性」、

　「ファッション性」の３因子が得られた。各ブラウスの因子得点をもとに素材の力学的性質との関連を

みると「エレガント性」とLT,B,G,LC,MIUの力学的性質の間に0.5以上の関連がみられた。 3.各ブ

ラウスの因子得点をもとにクラスタ分析を行った結果、４つのクラスタが得られ、各クラスタによって

そのデザインイメージや力学的性質に差異が見られた。
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